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幼児の自己調整機能・実行機能が社会的スキルに及ぼす影響
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Effects of self-regulation and executive functions on social skills  
in preschool children.
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Abstract: This study investigated the relationships between exective function and self-regulation 
function, social skills in young children. Participants were 105 children (4-6 years old), 60 of 
whom were boys and 45 were girls. The investigator told a story and asked each children to 
answer with how to action in those situations. As a result, the assertion skill was affected by 
inhibition control and the working memory in a boy and was affected by the cognitive flexibility 
in a girl. The cooperation skill was affected by self-assertion and the self-inhibition in a boy and 
was affected by a working memory and the self-inhibition in a girl. The self-control-skill was 
affected by inhibition control and the self-inhibition in the boys, and was affected by a working 
memory and the self-inhibition in the girl. These results suggest that the relationship between 
self-regulation and social skills in children.
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目　的
　幼児期の社会的適応の発達は，その後の学校
生活での適応や学業成績に影響を及ぼすため，
重要な発達課題であるとされている。自己調整
（self-regulation）機能は，欲求や感情を調整し，
状況に応じた適切な行動をするための機能であ
る。この機能の発達は子どもの社会化の重要な
側面とされており，社会的適応とも関連が見ら
れている。
　幼児の自己調整機能に関する研究の第一の流
れとして，それが行われる社会的文脈から切り
離して，純粋に行動の調整のみに注目した実験
パラダイムがあげられる。つまり，認知的課題
において実験者が明示的に与えるルールにどの
程度従って行動を調整できるか調べたものであ
る（鈴木，2004）。この認知的課題の捉え方と
して実行機能からの捉え方がある。そこで，本
研究ではこの第１の流れの認知的自己調整機能
の課題として鈴木（2004）で紹介されている実
行機能の課題を使用する。
　実行機能とは，行為や思考のモニタリングや
コントロールを果たす行為の自己制御認知過程
の総称であり（Carlson, 2005），主な下位機能
として，抑制制御，認知的柔軟性，ワーキング
メモリの３つがあげられる。
　まず，抑制制御とは，子どもにとって優勢で
あるが不適切な表象やそれによってもたらされ
る反応を抑制する能力，すなわち不適切な優勢
反応を抑制する能力である。抑制制御は一般的
に遅延抑制と葛藤抑制という異なる機能に分け
られている。遅延抑制が自分の順番を待つと
いった衝動的な反応の抑制であるのに対し，葛
藤抑制は，優勢な情報や反応を抑制し，もう一
方の情報や反応を活性化させることと考えられ
ている（Carlson & Moses, 2001）。遅延抑制を
測定する課題としては，タワー課題やプレゼン
ト遅延課題などがある。葛藤抑制の課題には，
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昼夜ストループ課題があげられる。葛藤抑制と
遅延抑制の相違点として，ワーキングメモリの
存在があげられる。葛藤抑制においては，２つ
またはそれ以上の対立する思考や反応のうち，
目立っており優勢である一方の情報を抑制し，
もう一方の情報を活性化させる必要がある。こ
のように複数の思考や反応の候補を頭の中で操
作するためには，ワーキングメモリの容量があ
る程度必要となる（Carlson & Moses, 2001）。
　次に，認知的柔軟性とはある次元から別の次
元へ思考を柔軟に切り替える能力である。すな
わち，現在の自分を基準とした思考から他者を
基準とした試行へと柔軟に切り替えるという，
認知の柔軟性が必要となる。認知的柔軟性を測
定する課題としては， DCCS （Dimensional Change 
Card Sort; Frye, Zelazo, & Palfai, 1995）があげら
れる。これは色と形の２つの次元の一方を基準
としたカードの分類から，もう一方の次元を基
準としたカードの分類への柔軟な切り替えが要
求される課題である。
　最後のワーキングメモリとは，入力される情
報を処理しながら，一方で正確に保持しておき，
必要なときに適切な情報を活性化させる能力で
ある。ワーキングメモリを測定する課題には，
数逆唱スパン課題や単語逆唱課題などがある。
　これらの能力は社会的適応の発達と関連があ
ることが指摘されている（Hughes, Dunn, & 
White, 1998; Kochanska, Coy, & Murray, 2001）。
　Rhoades, Greenberg, & Domitrovich （2009）は，
実行機能の中でも特に抑制制御に注目し，幼児
の抑制制御能力と社会的スキル及び問題行動と
の関連を検討した。その結果，抑制制御の得点
が高い幼児は社会的スキルが高く，問題行動に
おいては内在化問題行動が少ないということが
明らかにされた。この研究では，抑制制御機能
は，社会的スキルの発達にとって重要であり，
認知的機能不全が妨害行動の発生に影響してい
ることを示唆するものであった。
　これを受け，岡村（2012）は複数の実行機能
と社会的スキル及び問題行動との関連を調べ
た。その結果，抑制制御の高さが全ての社会的
スキルと関連が有意であり，認知的柔軟性は社
会的スキルと弱い相関が見られた。また問題行
動に関して不注意・多動といった外在化の問題
と実行機能の関連がそれぞれ見られた。これら
の研究は実行機能と社会的適応との関連がある
ことを示唆するものであると言える。
　次に幼児の自己調整に関する研究の第２の流
れとして，欲求や感情をどのように調整するか
について注目した研究が行われた。しかし，対
人的な文脈を取りいれられていなかった点で，
社会的文脈の一側面を切り取ったものにすぎな
いと考えられ，次いで幅広く社会的文脈を取り
入れた自己調整に関する研究が行われるように
なった（鈴木，2004）。
　柏木（1988）は，幼児期の自己調整機能を自
己主張的側面と自己抑制的側面の２つに分けて
捉えることを提唱した。それまでの研究では自
己抑制にのみ注目されていたが，この研究を境
に自己主張にも注目が集まるようになった。自
己主張的側面とは「自分の欲求や意志を明確に
持ち，これを他人や集団の前で表現し主張する」
という側面であり，自己抑制的側面とは「集団
場面で自分の欲求や行動を抑制，制止しなけれ
ばならないとき，それを抑制する」という側面
である。このような欲求や感情の調整をする社
会的側面の機能を本研究では自己調整機能とす
る。
　柏木（1988）は，３～６歳の子どもについて，
幼稚園の教師に対して質問紙調査を行い，各年
齢で自己抑制行動と自己主張行動がどれくらい
現れるかを検討した。その結果，自己抑制に関
しては３～６歳の間に一貫してゆるやかな増加
が見られたのに対し，自己主張に関しては３～
４歳までに大きな伸びが見られるが，４歳半ご
ろを境に伸びが見られなくなることがわかった。
　しかし，質問紙からでは子ども本来の姿を測
定しているとはいえないという知見から，実験
場面や仮想場面を用いた研究が行われるように
なった。
　また，自己調整機能と社会的スキルとの関連
を調査するため，大内・長尾・櫻井（2008）は，
幼児の自己調整機能を，自己主張，自己抑制，
注意の移行，注意の焦点化という４側面から捉
えなおし，新たに尺度を作成した。また，４つ
の側面のバランスと社会的スキル，問題行動と
の関係も検討した。結果，望ましい社会的スキ
ルの獲得には自己調整機能の４つの側面が全て
高い必要があること，内在化した問題行動の出
現には４つの側面全ての低さが関係しているこ
と，外在化した問題行動の出現の裏には自己主
張の高さと自己抑制および注意の制御の低さが
関係していることが明らかになった。
　これらのことより，自己調整機能と実行機能
の両方が社会的スキルとの関連があることが示
された。しかし，これまでの研究では自己調整
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機能，実行機能が社会的スキルにどのように影
響を及ぼすかについて同時に検討した研究はな
い。そこで，本研究では，社会的スキルの発達
において，自己調整機能と実行機能の双方がど
のように影響を及ぼしているのかを明らかにす
ることを目的とする。この研究で関連を明らか
にすることで，自己調整機能と実行機能の下位
機能がどのように社会的適応と関連しているの
かを示すことができると考えられる。仮説は以
下の通りである。
　仮説１　適切な発言を引き出す記憶の観点か
ら，ワーキングメモリと主張スキルの関連があ
ると考える。
　仮説２　協調スキルについて認知や欲求の制
御が必要であることから自己主張・自己抑制・
抑制制御の関連があると考える。特に欲求抑制
をつかさどることから自己抑制が最も関連があ
ると考える。
　仮説３　自己統制スキルについても認知や欲
求の制御が必要であることから自己抑制・抑制
制御・認知的柔軟性の関連があると考える。
方　法
対象　東広島市内の保育園に通う年中児（男児
32名，女児25名），年長児56名（男児33名，女
児23名），計113名を対象に個別調査を実施した。
最終的な分析対象となったのは年中児51名（男
児29名，女児22名），年長児54名（男児31名，
女児23名）であった。加えて，個別調査に参加
した各クラスの担任保育者（４名）に担当児の
普段の行動について調査を依頼した。
調査時期　自己調整機能認知課題，実行機能課
題，語彙発達検査は2013年９月～11月にかけて
調査を行った。社会的スキの質問紙は2013年10
月に配布し，11月末までの約１カ月間で回答を
依頼した。
手続き
　各課題について実験者３名～４名で実施し
た。対象児と実験者が１対１で机に向かいあい，
名前や年齢を聞いてラポールを形成した後，自
己調整機能認知課題，実行機能の課題，絵画語
彙発達検査を実施した。課題を実施する際は，
対象児の負担を少なくするために，１回につき
実行機能の課題２課題，実行機能の課題１課題
と絵画語彙発達検査，あるいは自己調整機能課
題を実施することで，１人あたりの所要時間が
15分以上かからないように配慮した。
自己調整機能認知課題
　伊藤・丸山・山崎（1999）の自己調整機能認
知課題を使用した。Table 1に自己主張・自己抑
制認知の評定項目を示す。評定項目は，幼稚園
での日常生活における幼児の行動を反映させや
すい場面を設定し，図版とお話を用いて，自己
主張場面・自己抑制場面を交互に提示した。図
版の中に登場する○○くん（ちゃん）は被験者
自身とした。例えば，自己主張評定項目１では，
「今日は，みんなで積み木をすることになりま
した。○○くん（ちゃん）は前から作ってみた
いなあとおもっていたお家がありました。こん
なとき○○くん（ちゃん）は「こんなお家をつ
くれるよ」とみんなに言いますか。それとも言
いませんか。」という話を図版とともに提示し
た。所要時間は１人につき15分程度であった。
手順は以下のとおりである。
（1）「これから○○くんのことを聞くね。いつ
もどうしているか考えて答えてね」と教示し，
質問項目図版を提示した。
（2）各質問項目に関して，回答選択用の図版２
枚を提示し，「こんなとき○○くんだったら，
××するかな。それとも□□するかな」と，２
Table 1　自己主張・自己抑制認知評定項目
自己主張 自己抑制
1 他の子どもに自分の考えやアイデアを話す 1 仲間と違う意見の時，相手の意見を入れられない（逆転）
2 遊びたい玩具を友だちが使っているとき「かして」と言える 2 遊びのルールが守れない（逆転）
3 入りたい遊びに自分から「入れて」と言えない （逆転） 3 してはいけないと言われたことは，しない
4 ひどい悪口を言われたり，からかわれると，怒る 4 他児のものが欲しくても我慢する
5 他の子どもと自分の考えが違っているとき，自分の考えを主張できる 5
失敗したりうまくいかなかった場合でも，すぐに
あきらめない
6 人から促されないと行動が起こせない（逆転） 6 頼まれたことがいやなことや難しいことでも，頑張ることができる
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つの図版のうちどちらか一方の図版を選択する
ように求めた。
（3）選択された回答に関して，その程度を「○
○くんは，いつもそうするかな，時々そうする
かな」と質問紙，回答選択図版上で回答するよ
うに教示した。
実行機能
　 抑 制 制 御 課 題　「 昼 夜 ス ト ル ー プ 課 題
（Gerstad et al., 1995）」を使用した。昼夜ストルー
プ課題は葛藤抑制を調べるための課題として使
用した。子どもに太陽と月の２枚の四角形の
カードを紹介した。教示内容は「今からゲーム
をするよ。もし私が○○くん（ちゃん）に昼っ
て言ったら，お月さまのカードを指してね。も
し，夜って言ったら，お日さまのカードを指し
てね。用意はいいかな。」と伝えた。課題は，
昼５試行，夜５試行の計10試行をランダムに実
施した。10試行中正しい反応を行った回数を得
点とした。得点範囲は，０点から10点であった。
　認知的柔軟性課題　「Dimentional Change Card 
Sort （Frye et al., Hong, Y. J., & Diamond, A., 1995）」
を使用した。DCCS は認知的柔軟性または葛藤
抑制を調べるために従来使用されてきた課題で
ある。この課題では，初めにモデルカードとし
て２枚のカードを子どもに示した。１枚のカー
ドには赤い花，もう１枚のカードには青い車が
描かれていた。次に，実験者は２種類の分類カー
ドを子どもに提示した。分類カードには，それ
ぞれ赤い車と青い花が描かれており，モデル
カードとは色と形の両次元で異なるカードで
あった。実験者はまず，子どもに６枚のカード
を１つの次元（形で分類してもらった）に基づ
いて分類するように教示した。教示は「今から
このカードを形で分けてもらうね。（モデルカー
ドを指しながら）この形と同じ形の描いてある
カードを，それぞれ白い紙においてね。」とした。
　もし，子どもが６枚のカードを最初の分類次
元に基づき正しく分類できたら，分類次元を変
えた。教示は「よくできたね。じゃあ今度は色
でカードを分けてね。」とした。そして，「色の
ゲームだとこのカードはどこにいくかな。」と
質問しながらカードを渡した。子どもはスイッ
チ後の段階で８枚のカードを分類し，正しく分
類したカードの枚数が得点となった。得点範囲
は０点～８点であった。
　ワーキングメモリ課題　「単語逆唱スパン課
題（Carlson et al., 2002）」を使用した。ワーキ
ングメモリを調べるための課題として使用し
た。実験者は子どもに逆の順番で単語のリスト
を復唱するように教示した。逆唱する単語と同
じ数の紙片を机に置き，実験者は紙片のそれぞ
れを指しながら，単語リストの単語を言った。
リストを読み終えると，子どもは，逆の順番で
紙片を指しながら実験者の言ったことを復唱す
るように教示された。子どもの理解を確実にす
るため実験者が手本を見せた後練習試行を行っ
た。教示は「これから私がここにある紙をさし
ながら，○○くん（ちゃん）に言葉を言ってい
くね。○○くん（ちゃん）はその言葉を私と反
対の順番で行ってね。今から私がやってみる
ね。」とした。その後，練習試行に入った。手
本と同様に「りんご，いぬ」の２単語を用いて
練習を行った。子どもが間違えたり，無反応だっ
た場合には「この紙を指したときは『いぬ』，
この紙を指したときは『りんご』って言ったよ。
反対の順番で言ってみよう。」と言って，練習
を繰り返した。練習試行で子どもが正統したら
本試行へと進んだ。
　本試行では２単語のリストを２試行，３単語
を２試行，４単語を２試行…というように勧め
ていった。単語リストの長さは２単語から５単
語まであり，２試行のうち１試行に正答したら，
単語数を増やしていった。課題で用いた単語を
Table 2に示した。単語は，幼児が理解できると
考えられるもので，かつ単語リストの中で，同
じ範疇（動物・道具）の単語が含まれないよう
に選定した。逆唱スパン得点は子どもが再生で
きる最大の単語数であり，範囲は１点（２単語
に失敗）から５点であった。
語彙発達検査
　上野・名越・小貫（2008）が作成した絵画語
彙発達検査（PVT-R）を使用した。PVT-R は，
３歳０カ月から12歳３カ月を対象に語彙の理解
力を測定する検査で，１ページに４つの色つき
の描画が印刷されており，被験者が言う単語に
Table 2　単語逆唱スパン課題で使用した単語
練習試行 りんご - いぬ
２単語 おふろ - たいよう
ぶた - ほん
３単語 スプーン - ねこ - とけい
いえ - テーブル - バナナ
４単語 えんぴつ - くま - でんしゃ - おもちゃ
とら - くつ - コップ - ほし
５単語 て - ラジオ - ライオン - じてんしゃ - き
くるま - さかな - ペン - まど - ボール
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最もふさわしい絵を被験者に選択させるもので
あった。教示は「今から私が言葉を言うから，
○○くん（ちゃん）はそれがどの絵のことか指
差しで教えてね。」とした。検査単語には「くつ」
「こめ」などの具体物や，「はく」「ほえる」な
どの外的動作，「眺望」「尊ぶ」などの抽象概念
などが含まれていた。
社会的スキル尺度
　金山ら（2011）の幼児用社会的スキルの保育
者評定尺度を使用した。全部で16項目あり，下
位尺度は主張スキル（７項目），協調スキル（５
項目），自己統制スキル（４項目）の３尺度であっ
た。評定方法は５件法（「１．全く見られない」
～「５．非常によくみられる」）で尋ねた。
結　果
各課題間の関連
　各課題の単相関と，言語能力と月齢を統制し
た際の偏相関を Table 3に示した。
　偏相関分析の結果，言語能力を統制しても，
主張スキルとの相関が有意だったものは抑制制
御とワーキングメモリであった。協調スキルと
の相関が有意だったものはワーキングメモリと
自己抑制であった。自己統制スキルとの相関が
有意だったものは抑制制御と自己抑制であった。
社会的スキルに関する重回帰分析
　次に，自己調整機能・実行機能が社会的スキ
ルにどのような影響を与えているか検討するた
め，社会的スキルをそれぞれ従属変数，自己調
整機能と実行機能を独立変数とした強制投入法
による男女別の重回帰分析を行った。
　 ま ず， 男 児 に つ い て 検 討 し た（Table 4，
Figure 1）。主張スキルについて抑制制御（β=.29, 
p<.05）とワーキングメモリ（β=.27, p<.05）が
正の影響を及ぼしていた (R2=.12, F(5,54)=2.65, 
p<.05）。協調スキルについて，自己抑制（β=.36, 
p<.05） が正の影響を， 自己主張 （β=-.27, p<.05）
が負の影響を及ぼしていた（R2=.18, F(5,54)= 
3.54, p<.01）。自己統制スキルについて，抑制制
御（β=.28, p<.05）， 自 己 抑 制（β=.36, p<.05）
が正の影響を及ぼしていた（R2=.14, F(5,54)= 
2.87, p<.05）。外在化問題行動について，自己調
整機能及び実行機能の影響は見られなかった
（R2=.10, F(5,54)=2.36, n.s.）。
　次に女児について検討した（Table 5，Figure 
2）。主張スキルについて，認知的柔軟性（β=.36, 
p<.05）の正の影響を及ぼしていた（R2=.14, 
F(5,39)=2.47, p<.05）。協調スキルについて，ワー
キングメモリ（β=.39, p<.01），自己抑制（β=.52, 
p<.001）が正の影響を及ぼしていた（R2=.32, 
Table 3　各変数間の相関係数および偏相関係数
注．イタリック文字は偏相関を表している。
　　***p <.001, **p <.01 , *p <.05
Table 4　男児における社会的スキルの重回帰分析
**p <.01 , *p <.05
1 2 3 4 5 6 7 8 9
1. 抑制制御 - .16 .14 .06 .07 .34 *** .18 .27 ** .16
2. ワーキングメモリ .11 - .00 -.09 .06 .28 ** .28 ** .15 .42 ***
3. 認知的柔軟性 .07 -.15 - .18 .17 .20 * .09 .13 .31 **
4. 自己主張 .09 -.11 .18 - .37 *** -.00 .01 .03 .03
5. 自己抑制 .05 -.05 .11 .38 *** - .07 .36 *** .37 *** .23 *
6. 主張スキル .30 ** .25 * .16 .00 .05 - .54 *** .49 *** .15
7. 協調スキル .17 .27 ** .06 .01 .35 *** .53 *** - .75 *** .08
8. 自己統制スキル .25 * .06 .07 .02 .34 ** .47 *** .75 *** - .23 *
9. 言語課題 - - - - - - - - -
主張スキル 協調スキル 自己統制スキル
抑制制御 .29 *  .23  .28 *
ワーキングメモリ .27 *  .16  -.04
認知的柔軟性 .08 .02  .05
自己主張 -.05 -.27 * -.26
自己抑制 -.02 -.36 * .36 *
重相関係数 .44 * .50 ** .46 *
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F(5,39)=5.23, p<.01）。自己統制スキルについて，
ワーキングメモリ（β=.32, p<.05），自己抑制（β
=.46, p<.01）が正の影響を及ぼしていた（R2=.26, 
F(5,39)=4.09, p<.01）。外在化問題行動について，
自己調整機能及び実行機能の影響は見られな
かった（R2=.12, F(5,39)=2.18, n.s.）。
考　察
　本研究では，自己調整機能・実行機能の下位
機能が社会的スキルにどのように影響を及ぼし
ているか検討することを目的とした。
　社会的スキルへの影響を検討するために，実
行機能及び自己調整機能と社会的スキルについ
て男女別に重回帰分析を行った。
　主張スキルについて，男児において抑制制御
とワーキングメモリの影響が，女児において認
知的柔軟性の影響が見られた。男児では葛藤を
抑制する能力と適切な情報を引き出し発言する
能力が，女児ではうまく思考を切り替える能力
が相手に自分の気持ちを伝えるスキルと関連が
あることが示された。男児で抑制制御と主張ス
キルとの関連が見られたことは岡村（2012）と
Table 5　女児における社会的スキルの重回帰分析
***p <.001, **p <.01 , *p <.05
Figure 2.　女児における社会的スキルの重回帰分析
注．細線は主張スキル，点線は協調スキル，太線は自己統制スキルへの影響
　　***p <.001, **p <.01 , *p <.05
主張スキル 協調スキル 自己統制スキル
抑制制御 .25 -.19 .13
ワーキングメモリ .19 .39 ** .32 *
認知的柔軟性 .36 * .22 .23
自己主張 -.15 -.24 -.08
自己抑制 .09 .51 *** .46 **
重相関係数 .49 * .63 ** .59 **
R2=.14*
R2=.32**
R2=.26**
認知的柔軟性
自己抑制
主張スキル
協調スキル
自己統制スキル
WM
.46**
.52***
.32*
.39**
.36*
Figure 1.　男児における社会的スキルの重回帰分析
注．細線は主張スキル，点線は協調スキル，太線は自己統制スキルへの影響
　　**p <.01, *p <.05
R2=.12*
R2=.18**
R2=.14*
主張スキル
協調スキル
自己統制スキル
WM
自己主張
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原著論文
同様の結果であるが，本研究では他の実行機能
とも関連が見られる結果となった。大内・長尾・
櫻井（2008）において自己調整機能の下位項目
と主張スキルとの関連が見られていたが，本研
究では影響している項目は見られなかった。本
研究では認知的側面である実行機能と社会的側
面の自己調整機能を同時に検討したことによ
り，実行機能の下位機能の影響のみが残ったの
ではないかと考えられる。仮説１は男児におい
てワーキングメモリの影響が見られたことより
一部支持されたと言える。
　協調スキルについて，男児において自己主張
と自己抑制の影響が，女児においてワーキング
メモリと自己抑制の影響が見られた。男児女児
ともに自己抑制の影響が見られたが，これは
大内・長尾・櫻井（2008）と同様の結果である。
また男女ともに自己抑制の影響力が強く，欲求
抑制機能の高さが友達とうまく折り合いをつけ
るためにより影響を及ぼしていることが示唆さ
れる。さらに男児においては欲求を言わないと
認知している幼児の協調スキルが高く，女児で
は適切な言語を想起し発言する能力の高い幼児
の協調スキルが高いということが示唆された。
仮説２は男児の自己主張，自己抑制の影響が，
女児の自己抑制の影響が見られたことから一部
支持されたと言える。
　自己統制スキルについて，男児において抑制
制御と自己抑制の影響が，女児においてワーキ
ングメモリと自己抑制の影響が見られた。協調
スキルと同様に，男児女児ともに自己抑制の影
響がみられた。これも大内・長尾・櫻井（2008）
と同様の結果である。また男女ともに自己抑制
の影響力が強く，欲求抑制機能の高さが自己コ
ントロールと強く関連があることが示唆され
る。さらに男児では抑制制御の影響がみられた。
これは岡村（2012）と同様の結果である。女児
においては適切な情報を活性化させる能力が自
己コントロールと関係があることが示唆され
る。仮説３は男児の抑制制御，自己抑制の影響
が，女児の自己抑制の影響が見られたことから，
一部支持されたと言える。
　以上より，社会的スキルに，実行機能および
自己調整機能の下位項目がそれぞれ影響してい
ることが示唆された。
　本研究では，自己調整機能の測定にあたり，
幼児の自己調整機能をより実際場面的に捉える
ために，教師評定ではなく，幼児の自己調整機
能認知得点を使用した。しかし，項目ごとの得
点をヒストグラムで確認したところ，質問項目
の天井効果が見られた。友達がしたいといった
遊びをするか，自分がしたい遊びをするかとい
う場面を提示した際，友達がしたい遊びをする
と回答した後，「だってお友だちがしたいって
いうことをした方がお友だちは嬉しいでしょ」
といった相手の感情を考慮した理由づけを行っ
ていた幼児が何名か見られた。このように，呈
示した場面によって，社会的望ましさなどの自
己調整機能とは異なる要因が含まれてしまった
可能性が考えられる。よって，より正確な影響
を調べるために，今後の研究では，場面を変更
したり，別の尺度で検討する必要があると考え
る。また，子ども自身の自己調整機能を実験的
に図りたいと考え，本研究では仮想場面を用い
た検討を行ったものの，子どもの実際場面でど
うするのかというものよりも，子どもの葛藤場
面でどのようにふるまうのが望ましいと考えて
いるかを測定していたように考えられる。より
的確に子どもの行動を測定するならば，実験で
実際に子どもたちがどのようなふるまいをする
かといった観察が望ましかったと考える。
　また，本研究では自己調整機能と実行機能を
同次元の独立変数として定義し，分析した。し
かし自己調整機能を実行機能と社会的適応との
間の媒介変数として考えるモデルも考えられ
る。加えて，本研究では自己調整機能と実行機
能間を同列の独立変数と設定し，調査を行った
ため２つの関連を示すことができなかった。
よって今後の研究では別のモデルでの検討を行
い，どのように２つの変数が関連しているのか
を検討する必要があると考える。
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